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                           Vol.１４   

                           第２号 

                                             

 ２０２３年 ６月 １日 

 

＜事務局から＞ 

 大型台風２号の接近とともに、沖縄は早くも梅雨入りが噂されています。６月に入ってまいりま

したが、皆様にはお変わりなくお過ごしのこことお喜び申し上げます。 

  

豊実では、佐藤さんがクルマの高齢者講習を終了したそうで、縄文のアート広場の整備にも一段

と拍車がかかっているようです。 

 

５月２１日（日）には、和彩館に於いて２０２３年度の通常総会も無事終了いたしました。下越

酒造の佐藤様にもご出席いただき、昨年度の収支決算、今年度の活動計画案もご承認いただきまし

た（当日の議案書を同封しましたのでご確認ください）。 

NPO 法人コスモ夢舞台の運営はもとより、会員である皆さまの年会費、各種助成金、地元企業

等の協賛金で成り立っております。つきましては「令和５年度コスモ夢舞台会費のお願い」の用紙

も同封させていただきましたので、よろしくお願いいたします。 

 

今年は「里山アート展」が開催２０年目という節目の年を迎えます。会期は１０/８（日）～11/

５（日）です。記念セレモニーとしては佐藤さんの講演や縄文体験学習として土器・土偶つくりな

どが予定されています。 

 すでに、ウーファーやドットコムの皆さんにご協力をいただいている縄文竪穴式住居のパートⅡ

とⅢの建設作業も奮ってご参加ください（詳細問い合わせは 090‐7639 

‐8723 佐藤賢太郎まで）。  

                               （森 紘一） 

 

＜直近のイベントスケジュール＞ 

〇 「竪穴式住居つくり」   5 月～開始（縄文広場）一般応募参加者 

〇 「竪穴式住居Ⅱ＆Ⅲつくり」５月２０日（土）～ 

 

● 開催記念セレモニー1（１０/８） 

講演「アート展から縄文広場へ」佐藤賢太郎 

● 開催記念セレモニー2（１０/８） 

               縄文体験学習 土器・土偶つくり 

 

 

 

NPO 法人コスモ夢舞台 

フクロウだより 
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特定非営利活動法人 コスモ夢舞台 

２０２３年度通常総会 次第 

 

 

１ 日 時   ２０２３年５月２１日（日） 午前１１時 ～ 

 

２ 場 所   阿賀町豊実 「和彩館」 

 

３ 開会挨拶  佐藤理事長 

 ｎ 

４ 議長選出    

 

５ 議 案    

 

第１号議案 ２０２２年度事業報告について 

        

第２号議案 ２０２２年度収支決算について 

 

   第 3号議案 ２０２３年度活動計画について 

         

   第４号議案 ２０２３年度活動予算について 

  

   その他 
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第１号議案 

 

２０２２年度 事業報告書（案） 

２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日 

                         

特定非営利活動法人コスモ夢舞台 

 

１ 事業の成果 

（１）当法人は、過疎化の進む阿賀町の中でも特に少子高齢化の進行が著しい豊実地域に

おいて２０数年前から都市との交流の推進を目的として「アート」をキイワードに

ハード・ソフト両面から地域の活性化に取組んでいる 

（２）近年 Woof 制度や BookingCom により来訪した多くの外国人等と協働して令和元年

まで 3 年連続で奥阿賀国際アートフェスタを開催する等小さいながらも私的な国際

交流の推進という面で多くの成果を上げたが、コロナ禍によるインバウンド規制に

より外国人の来訪が困難となり、開催ができなくなった。 

（３） 流行を繰り返し、収束を見せないコロナ禍のもと世の中閉塞感が充満する中、こ

の地域では、美しい自然、広い野原や田んぼ、きれいな空気のもとむしろ安らぎや

癒し、楽しみを提供できるのではないかと考え、里山アート展の開催等「アート」

を軸に活動を従来どおり推進してきた。 

（４）このような中、ますます深刻化する過疎化に対処するため、これまでの事業の実施

と組み合わせながら相乗効果を発揮できるよう、更なる誘客の核となる拠点施設と

して、地域の文化遺産である「縄文」に着目して「縄文アート広場」の整備を構想

し、２０２１年度に３年計画として着手した。本年度はその２年目に当たる。 

（５） 本年度は、その２年目に当たり、この広場における主要施設である竪穴式住宅 3

棟のうち最大施設「語」を整備したほか、土器・土偶づくりを野焼き方法により実

施した。特に、初めて実施した縄文まつりや里山アート展において一部の出席者の

参加を得ながら会場でデモンストレーション的に実演した。 

（６） このほか、施設全体の用地整備を行いながら将来の名所を目指し県と阿賀町の花

「雪椿」の植栽を行った。 

（７） 里山アート展の閉幕後であったが、11 月 26 日に花角新潟県知事からこの広場を

中心に活動状況の視察をいただいた。 

（８） 新潟県異業種交流センター主催による隔年開催の「第 1８回地域活性化大賞」に

応募して「奨励賞」に入賞した。入賞は、応募した 3回連続である。 

（１０） 年度末の３月に、長く続いたコロナ禍がようやく収束の方向に向かう気配を示

す中、インバウンドの規制緩和により久しぶりにフランスから２人のウファーを受

け入れたことも明るいニュースの一つである。 

 

２ 事業に関する事項 



4 

 

〇 特定非営利活動に係る事業 

事業名 事業内容 実施日 実施場所 備    考 

A 「縄文アー

ト広場」整備

推進事業 

地域の文化遺産

「縄文」をテーマ

に新たな活動拠点

施設の整備 

４月～ 

１１月 

縄文アート

広場 

整備３カ年計画の２年目 

  竪穴式住居「語」 １棟 

  〃骨組み組立て ２棟 

  雪椿 植栽 

  用地整備 

B 第１９回里

山アート展の

開催 

野外展示中心とし

た美術展 

10/ 1

～

10/22 

縄文アート

広場及びい

のちの田ん

ぼ、石工房

一帯 

出展者：プロ作家、一般参加者、   

     会員    １９名 

出展数：  ３１点 

C 縄文の祭典

の開催 

土器づくり及び縄

文トーク 
8/18 

縄文アート

広場 

午前：土器のテラコッタづくり 

午後：「縄文」について全員参加の 

    トーク 

参加者   １５名 

D 森林保全・

景観づくり 

里山林の保全・景

観づくり 

７月～

１１月 

豊実地内の

里山林 

里山林のモニタリング・調査、森林整

備等 
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第２号議案

　　　科　　　　　目 当年度 前年度 備　　　考

　経常収入

　　受取会費 352,000 351,000

　　　正会員会費収入 349,000 348,000   当年度２７人（内１人3,000円）、前年度３人

　　　賛助会員会費収入 3,000 3,000 　１人

　　受取補助金等 705,000 537,500

　　　受取助成金等 705,000 537,500
 津川町（森林多面的活用105,000)　丸山育英会300,000
 新潟日報美術振興財団50,000  日本芸術文化振興会200,000
 新潟県異業種交流センター50,000

　　受取負担金

　　　受取参加費

　　受取寄付金 203,000 178,000

　　　協賛金収益 203,000 178,000 地元企業等14社（人）

　　　支援金収益

　　雑収益 700,858 1,520,865

　　　受取利息 0 2

　　　雑収益 700,858 1,520,863 借入金400,000

　　経常収入計 1,960,858 2,587,365

　経常支出

　　事業費

　　　渉外費

　　　旅費交通費 74,490 231,220

　　　通信運搬費 30,972 34,660

　　　設営・舞台費 786,678 728,199

　　　消耗品費 103,291 39,360

　　　事務消耗品費 555

　　　修繕費 91,014 630,648

　　　印刷製本費 146,530 268,970

　　　燃料費 67,340

　　　諸謝金 30,000

      光熱水費

　　　保険料 4,710 5,040

　　　備品購入費

　　　雑支出 16,940 7,800

　　　　　小計 1,254,625 2,043,792

　　管理費

　　　渉外費 29,946

　　　旅費交通費

　　　通信運搬費 112,818 209,567

　　　消耗品費 42,413 173,687

　　　事務消耗品費 9,237 56,238

　　　修繕費 10,560

　　　印刷製本費 9,900

　　　燃料費 25,280

   　 光熱水費 99,843 115,839

　　　保険料 5,863

　　　租税公課

　　　雑支出 421,510 180,668 返済金400,000

　　　　　小計 711,101 792,268

　　　経常支出計 1,965,726 2,836,060

　　　差　　　　　引 △4,868 △248,695

　　　　期首残高 △1,383,598 △1,134,903

　　　　期末残高 △1,388,466 △1,383,598

２０２２年度収支決算書　（案）
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第 3 号議案 

２０２３年度 活動計画書（案） 

２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日 

 

特定非営利活動法人 コスモ夢舞台 

 

３年余に及ぶ新型コロナウイルスの流行もマスクの任意着用、インバウンド規制の緩和、感染

症法５類への移行等収束の方向に向けて取組みが進み始め、ようやく実感として感じられるよう

になってきた。 

この間、当法人では当地域の美しい景観、広大な空間、きれいな空気のもと時期にはホタルが

乱舞するジオトープ等自然の中でアート等に接することは、むしろ安らぎや癒し、楽しみを提供

できるのではないかと考え、「アート」をキイワードとして「里山アート展」の開催等既存の各種

事業をできる限り実施するとともに、更なる交流人口の拡大を目指して誘客の核となる拠点施設

として地域の文化遺産である「縄文」に着目して「縄文アート広場」整備構想を策定、その整備

に２００１年から取り組んで本年度で３年目になる。 

今年度は、「縄文アート広場」の整備を進めながらその進捗状況にあわせ、野焼き方式の土器・

土偶づくり等のイベントを開催するとともに、第２０回の記念開催となる里山アート展等既存事

業についても積極的に推進することとする。 

 

１ 縄文生活体験推進事業 

（１）「縄文アート広場」の整備推進 

   交流人口の拡大を目指し新たな魅力ある誘客の核となる拠点施設として２年前から整備を

進めている「縄文アート広場」は、本年度竪穴式住居２棟の整備で主要施設の整備は一区切

りとなる。今後は、この広場全体を活用してここならでの体験ができるユニークなイベント

について検討、実施する。 

〇 今年度整備計画 

   竪穴式住居２棟、憩いの広場（雪椿植栽等：継続事業）、用地整備（継続事業） 

〇 これまでの整備施設等 

竪穴式住宅１棟、ストーンサークル２基、縄文人石像１体、縄文風立柱６本、 

縄文の門、憩いの広場（雪椿植栽等）、用地整備（取付道路開削、周辺樹木 

伐採等を含む。） 

（２）イベント「縄文焼きで縄文をつくろう」の実施 

    ・ 参集者が、自ら粘土を練るところから始め、形成し、野焼きの方式で焼き上げる。 

・  でき上った作品について里山アート展に出展する。 

    ・  開催日  今後検討 
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２ 第２０回里山アート展の開催 

・ 「アートと生活」をテーマとした野外美術展で、第２０回の節目の年に当たり盛大に開

催するよう準備を進める。 

・  会期  １０月８日（日）～１１/５（日）の３２日間 

・  会場  「縄文アート広場」主会場に「いのちの田んぼ」、「夢石工房」、船渡集落一

帯 

・ 「佐藤賢太郎美術館」（館内有料）とも一体としてより魅力あるものとなるよう工夫す

る。 

・  アートを通じて過疎の集落が元気であることを関東首都圏、県内外に広くＰＲしてい

く。 

 

３ 森林保全・景観づくりの推進 

   関係機関と連携のもと積極的に取り組む。 

 

４ その他 

   コロナ禍で中止した各種事業について、県や町等共催団体と協議の上実施を検討する。 
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第4号議案

1　収入

科　　目 予算額 内　　　　　　　訳

会費 387,000 12,000×32人=384,000   3,000×1人=3,000

助成金 955,000
阿賀町森林多目的機能発揮105,000　日本芸術文化振興基金
200,000　                 新潟日報美術財団50,000　　  丸山育英会
600,000（要望）

協賛金 210,000 企業及び個人

参加費 30,000 アート展出品参加費　3,000×10人＝30,000

雑収入 62,000 寄付金等

合計 1,644,000

２　支出

科　　目 予算額 内　　　　　　訳

縄文生活体験推進事業 857,000

１掘立式住居整備費
　　資材費350,000、整備消耗品費50,000、労務費160,000
２土器づくり講習会開催費
　　講師謝金30,000、講師旅費27,000、材料採取費等240,000

里山アート展 587,000
設営費370,000、旅費等73,000、ポスター等34,000,
通信10,000、図録100,000

森林保全・景観づくり 105,000 謝金等100,000、消耗費等5,000

コスモ夢舞台事業
（地域活性化総合事業）

45,000 地域活性化活動諸費（ボランティア受入れ等）50,000

事務局費 50,000 会報等印刷・送料、消耗品費

合計 1,644,000

２０２３年度　活動予算書（案）

特定非営利活動法人　コスモ夢舞台

２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日
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令和 5年 6月吉日 

会員各位 

NPO法人コスモ夢舞台 

会計 大塚秀夫、渡辺美紀 

令和 5 年度コスモ夢舞台会費のお願い 

 

陽春の候、益々ご清祥のことお慶び申し上げます。平素は、コスモ夢舞台の活動にご尽

力とご支援を賜り、深く感謝しております。 

縄文期の竪穴住居も第一陣も完成いたしました。 

 秋には第 20回「里山アート展」も開催されます。つきましては下記の通り会費納入をた

まわり活動をご支援していただきたくお願い申し上げる次第です。 

出費多端の折とは存じますが、これまでのご協力に感謝を申し上げるとともに、引き続き

のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

記 

 

会 費  12,000円 

 

振込先  郵便局にて次の総合口座に 6 月 30 日までに振込いただけるようにお願い申し

上げます。 

 

加入者名 特定非営利活動法人コスモ夢舞台 

 

口座番号 11250 17768461、  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

令和 5年 6月吉日 

会員各位 

NPO法人コスモ夢舞台 

会計 大塚秀夫、渡辺美紀 

令和 5 年度コスモ夢舞台会費のお願い 

 

陽春の候、益々ご清祥のことお慶び申し上げます。平素は、コスモ夢舞台の活動にご尽

力とご支援を賜り、深く感謝しております。 

縄文期の竪穴住居も第一陣も完成いたしました。 

 秋には第 20回「里山アート展」も開催されます。つきましては下記の通り会費納入をた

まわり活動をご支援していただきたくお願い申し上げる次第です。 

出費多端の折とは存じますが、これまでのご協力に感謝を申し上げるとともに、引き続き

のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

記 

 

 

会 費  3,000円（賛助会員） 

 

振込先  郵便局にて次の総合口座に 6 月 30 日までに振込いただけるようにお願い申し

上げます。 

 

加入者名 特定非営利活動法人コスモ夢舞台 

 

口座番号 11250 17768461、  

 

 

 

 

 

 


